
こ う ど う りょく

自分で考え 考動力 自分で行動
じ ぶん かんが じ ぶん こう どう

熊本県における新型コロナウイルス感染状況のレベルが「感染未確認地域」 いよいよ学校が再開しましたが、長期にわた
に引き下げられ、いよいよ本格的に学校教育活動を再開しました。 私たち職員 る休業期間中、子どもたちにとっても、また、
一同、学校に子どもたちの笑顔や歓声が帰ってくることを心から待ち望んでいま 保護者の皆様にとっても不安と負担を感じなが
した。本校では、休業期間中も定期的に登校日を設け、子どもたちの心身両面に らの日々であったと思います。今後も、先が見
おける観察とケア、そして家庭学習の支援を行ってきました。当初は休み疲れな 通せない状況の中にはありますが、学校再開を
のか、登校日に元気のない表情を浮かべる子どもも見受けられましたが、登校日 機に、出来ないことを嘆くだけではなく、様々
を重ねるにつれ、少しずつ学校生活のリズムを取り戻してきているようです。５ な不安や課題を一つ一つ解決しながら、出来る
月最後の登校日、ある子どもが「早くみんな(全員)と会いたいです！」と私に話 ことを工夫して創造的に、一日一日を大切にし
してくれました。確かに、登校日は２グループに分かれての分散登校でしたので た教育活動を展開して参ります。どうぞよろし
登校しても 全員と顔を合わせることがありませんでした。みんなで久しぶりに くお願いします。以下に、再開にあたっての方 下校も分散・・ソーシャルディスタンス

顔を合わせた学校再開の初日を、それぞれが様々な思いで迎えたことと思います。 針や対策の一部をお知らせします。
◇

さて、今回の学校再開は、もとの学校生活に戻ることを意味しているものでは 【健康面】

ありません。あくまで、「新しい生活様式」での再スタートです。したがって、 ◎引き続き、新型コロナウイルス感染拡大防止体制は継続します。健康

これからの生活は、全て「新しい生活様式」の上に成り立つと言うことです。 観察表をもとに、入念な健康観察を実施します。家庭でも健康観察(検
温)のご協力をお願いします。

たとえば・・・◆人との間隔は、最低１ｍ（ソーシャルディスタンス） 【学習面】

３密（密閉・密集・密接）を避け、定期的に部屋の換気。 ◎臨時休業のため学習できなかった内容を含め、改めて指導計画を練り

◆人との会話は、お互いにマスクの着用がエチケット 直しながら確実に学習を進めて参ります。ただし、遅れを取り戻すための詰め込み式

◆こまめに手洗い・消毒・顔洗い など の授業や過重な学習課題(宿題)の提示等は行いません。
※夏季休業日を８月８日～２３日までの１６日間に短縮し、授業時数を確保します。

学校再開の初日の１時間目、全校一 ◎「ｅライブラリ アドバンス」学習サポートサービスを大津町全小中学校で導入しま

斉に美咲野小独自の「新しい生活様式」 した。、今後、インターネットを活用した家庭学習支援の充実を図ります。

を学習しました。掃除のしかたや図書 【生活面】

室の利用のしかたなどを、本校オリジ ◎これまで経験したことのない長期の休業期間で、子どもの不規則な生活リズムの定着

ナル動画を使って確認しました。この が懸念されます。また、「新しい生活様式」に慣れることも必要です。６月前半は、

約束を守ることが、新型コロナウイル 段階的に日課を工夫しながら、みんながスムーズに学校生活に復帰できるように配慮

ス感染拡大を防ぐことにつながり、自 します。

分の命とともに大切な人の命を守るこ ◎６月１日(月)～１２日(金)の放課後に、全校児童を対象にした「個人面談(お話しタ

とになるのです。 イム)」を実施し、心のケアに努めています。

今回、美咲野小学校「あたらしいせ ※６月１日からバスキャッチ（連絡アプリ）を導入し、双方向の連絡体制の充実を図りま

いかつ」 を作成しました。ご家庭にも した。欠席連絡や学校からの連絡等に幅広く活用していきます

配布しますのでご確認ください。
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自他の良さを認め
自分で考え 行動できる

美咲野っ子の育成

「新しい生活様式」で再スタート
～ 学校再開を心から待ち望んでいました ～

これから一日一日を大切に
～ 出来ることを工夫して 創造的に・・・ ～




